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研究成果の概要（和文）：前向き思考定量法の開発：項目反応理論を用いて、未来予測課題から楽観的予測力を
推定し、推定した楽観的予測力がBHS、BDI-IIと優位に相関することから、尺度の妥当性が示された。
歩様と前向き思考との関連性：自然歩行中のモーションキャプチャーデータ解析から、頭-骨盤の傾きが大きい
人（前屈みな人）ほどネガティブな出来事の起こりやすさを高く見積もり、歩行速度が遅い人ほどネガティブ感
情を持ちやすいことが判明した。
歩様と脳活動との関連性：歩様の制御によって、前頭葉のα波アシンメトリーが右優位にシフトし、楽観的未来
予測力が増大することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Using item response theory, we have estimated the optimistic prediction of 
future event to develop a quantitative measure of positive thinking. We then performed the 
correlation analysis and found that the estimated optimistic prediction was significantly correlated
 with BHS and BDI-II which indicated the validity of the scale. 
Relationship between gait and positive thinking: Analysis of motion capture data during spontaneous 
walking revealed that participants who walked with large head-pelvis tilts (bending forward) 
estimated the likelihood of a negative event to be high.
Relationship between gait and brain activity: Analysis of frontal α asymmetry (FAA) during walking 
revealed that the gait control shifted FAA to the right dominant and increased the optimistic future
 prediction.

研究分野：認知神経科学

キーワード： Positive illusion　Cognitive bias　Gait　Depression　EEG

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、前向き思考と姿勢制御の関係が脳機能を介して解明されることで、こころの健康を支える身体
―思考―脳機能相互作用機序の理解が深まり、うつ病患者や運動障害を呈するパーキンソン病などの病態メカニ
ズム解明や、歩様をターゲットとした新たな非薬物治療戦略開発など、医学研究への発展が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
私たちは、がっかりして気分が落ち込むと、うなだれたり、うつむいたり、肩をすぼめたり

する。また、嬉しくなって気分が高まると、顔を上げたり、視線を上げたり、のけぞったり

する。その時々の感情や気分が、無意識のうちに姿勢に現れる。このような気分と姿勢との

関係については、これまでの行動実験によって、モーションキャプチャーで計測した姿勢が、

ポジティブ気分とネガティブ気分によって異なることが報告されている。さらに、姿勢を誘

導することによって、情動が変化することが報告されている。このように、姿勢と気分は密

接な関係であることが示されているが、その脳内機構はこれまで明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、歩行時の姿勢（歩様）が、前向き思考にどのように影響を及ぼすかを明ら

かにし、その神経メカニズムを解明することである。 
 
３．研究の方法 
 
１）前向き思考定量法の開発：20 歳から 80 歳の約 330 名の被験者を対象に、楽観的予測

力を測定するための尺度を、 因子分析および項目反応理論を用いて作成した。介入等によ

る楽観的予測力の変化の測定を想定し，3 つの水平尺度の作成を試みた。調査の内容は，未

来予測課題，ベック絶望感尺度 (BHS)，ベック抑うつ質問票（BDI-II）等であった。未来

予測課題では 60 個ずつのポジティブな出来事・ネガティブな出来事 について，この先１

ヶ月に起こりそうかを 4 件法で尋ねた。未来予測課題の因子分析の結果を踏まえ，ポジテ

ィブな出来事とネガティブな出来事に分けて適切な項目を選定し，項目 反応理論によって

困難度および識別力を推定した。 
２）歩様と前向き思考との関連性：被験者はモーションキャプチャースーツを着用し、トレ

ッドミル上を自然歩行中の歩様を、モーションキャプチャーを用いて計測した。歩行前後に

未来課題予測課題と感情テスト（PANAS）を実施し、歩様と楽観的予測力および感情との

関係性を検討した。 
３）歩様と脳活動との関連性：被験者は脳波を着用し、トレッドミル上を自然歩行条件と姿

勢制御条件で歩行中の脳波を計測した。歩行前後に未来課題予測課題と感情テスト（PANAS）
を実施し、歩様と楽観的予測力および感情との関係性を検討した。 
 
４．研究成果 
 
１）前向き思考定量法の開発：推定したポジティブな出来事の予測値からネガティブな出来

事の予測値 を引いた値（楽観的予測力）と BHS との相関が r = -0.64 (p <0 .001)，BDI-II
との相関が r = -0.47 (p < 0.001)であり，尺度の妥当性が示された。さらに，13 項目からな

る困難度と識別力が同程 度の 3 つの水平尺度を作成することに成功した。 
２）歩様と前向き思考との関連性：自然歩行中のモーションキャプチャーデータ解析から、

頭-骨盤の傾きと歩行速度が、楽観的予測力および感情生起と相関することが判明した。頭-
骨盤の傾きが大きい人（前屈みな人）ほどネガティブな出来事の起こりやすさを高く見積も

り、歩行速度が遅い人ほどネガティブ感情を持ちやすいことが判明した。 
３）歩様と脳活動との関連性：前頭葉のα波アシンメトリーが抑うつ的だと左優位になるこ

とが知られていることから、前頭葉のα波アシンメトリーを解析した。歩様の制御によって、



前頭葉のα波アシンメトリーが右優位にシフトし、楽観的未来予測力が増大することが明

らかとなった。 
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